
令和 3 年 4 月 2 日 

「まん延防止等重点措置」に係る 

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金の支給について 
 
県では、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、新型インフルエンザ特別措

置法に基づく「まん延防止等重点措置実施区域」に指定されたことに伴い、神戸市､尼崎市､

西宮市､芦屋市の飲食店に対する営業時間の短縮（以下、「時短営業」といいます。）を要請

します。 
この時短営業の要請に応じていただいた事業者の皆様に対し、「新型コロナウイルス感染

症拡大防止協力金［まん延防止等重点措置分］」を支給します。申請受付は、要請期間終了

後に開始します。 
 
１ 対象者 
  県の要請に応じて時短営業に協力いただいた店舗を運営する事業者 
２ 支給要件 
  定休日等の店休日を除く全ての営業日に継続して時短営業（休業を含む）に協力して
いただいた店舗単位に支給します。  
 ※業種別ガイドライン等に基づく感染防止の取組を行い、「感染防止対策宣言ポスター」

を掲示することが必要です。 
３ 支給額 

項 目 新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金[まん延防止等重点措置] 

対象期間 令和３年４月５日(月)～５月５日(水)  

対象区域 神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市 

対象施設 
対象区域内の、飲食店・遊興施設のうち食品衛生法上の飲食店営業許可又は喫

茶店営業許可を受けている店舗（酒類を提供する店に限定しません） 

要請内容 
通常、午後 8時以降も営業している店舗が、営業時間を午前 5時から午後 8時

まで（酒類の提供は午前 11 時から午後 7時まで）に短縮すること 

支 給 額 

１日当たり４～20 万円(※)/店舗×時短営業日数（最大 31 日間） 

※<中小企業> 前年度又は前々年度の 1日当たり売上高に応じて単価決定 

・10 万円以下の店舗：4万円 

   ・10～25 万円の店舗：(前年度等の 1日当たり売上高)×0.4 の額 

・25 万円以上の店舗：10 万円 

<大企業> 

 １日当たりの売上高の減少額×0.4（上限 20 万円）<中小企業もこの方式を選択可> 
   
※１ 4 月以降の時短協力金の支給地域・対象時期等 

区域 4/1～4/4 4/5～4/21 4/22～5/5 

神戸・尼崎・西宮・芦屋 

 

 

<県による時短要請> 

［まん延防止等重点措置］ 

@4～20 万円×時短営業日数 

その他 8市 6町 

(阪神北、東・中播磨) 

@4 万円×時短営業日数  

  注）4月 22 日以降は、地方負担に対する国の財源措置が行われないときは、支給額を
変更する場合があります。 

 
４ 支給時期・申請方法 

要請期間が終了後、申請受付を開始予定です。 

具体的な受付時期・申請方法は追って県ホームページ等でお知らせします。 



 

（参考） 協力金単価の見直しについて（４月５日から） 

 

【中小企業の場合】 

前年度又は前々年度の 

1 日当たり売上高 

～10 万円 10～25 万円 25 万円～ 

１年間のおおよその 

売上高 

～約 3,000 万円 約 3,000 万円～約 1億円 約１億円～ 

事業所シェア 約８割 約１割 約１割 

協力金

の金額 

まん延防止等 

重点地域 

４万円／日 ４～10 万円／日 

※売上高に応じて増加 

売上高の４割 

10 万円／日 

その他地域 ４万円／日 

 

【大企業の場合】 

１日当たりの売上高の減少額×0.4（上限 20 万円） 

※中小企業においてもこの方式を選択可 

 

 


